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【今日から２学期】（保護者の皆様へ）

猛暑にグッタリした夏休みでしたが、保護者の皆様にはお変わりありませんでしょうか。

今年は熱中症の話題が尽きない夏でしたが、本校では幸いにも子どもたちは、元気一杯

に部活動に励んでおりました。もうすぐ始まる市長旗杯や新人戦に期待が高まります。

ところで１学期は、生徒自身の自覚や保護者の皆様のご協力もあって、近年にない落ち

着いた状況を維持することができました。しかし２学期は、体育大会や文化発表会など、

大きな行事が続き、落ち着かない時期があるものと予想されます。教職員一同は、力を合

わせて“学習のけじめ”をきちんとつける指導を徹底いたしますので、よろしくお願いい

たします。また、“服装の乱れは生活の乱れ”と言われています。正しい服装、正しい言

葉遣いの指導にご協力ください。さて、９月半ば過ぎまでこの暑さが続くとの予報が出て

おり、教室の学習環境は最悪の状況になりそうです。暑さや湿気に弱い生徒も

いるかと思います。できるだけ体調の変化に気を配ってまいりますが、ご家庭

でも十分な栄養の摂取及び、十分な睡眠時間を取るようにご指導ください。

【ことばの力】

夏休みに、ある宗教家（思想家）の言葉を
編んだ本を読みました。私は、特定の宗教、
宗派を擁護する立場にはないし、そのつもり
もないのですが、その言葉には普遍性（すべ
てのものに通ずる性質）があるように思うの
で、紹介します。
・『感謝のない人間は、人が自分のために、何かし
てくれて当たり前だと思っている。結局、人に依存
し、甘えて生きているといって良い。だから、人が
何かしてくれないと、不平と不満を感じ、いつも文
句ばかりが出てしまう。そして、少し大変な思いを
すると、落ち込んだり、ふてくされたりする。それは、
自分で自分を惨めにし、不幸の迷路をさまようこ
とになる。』
・『“読む”ことは「心を耕すクワ」といえる。実は、
本そのもののなかに、知恵や幸福があるわけでは
ない。本来それらは全部、自分のなかにある。し
かし、読書というクワで、自分の心、頭脳、生命
を耕してこそ、それらは芽を出し始める。』
・『言論は力である。しかし、それは善悪に通じる
力である。正義を守る“盾”にも、悪を断ち切る“
剣”にもなれば、人を傷つける“凶器”にもなる。
ゆえに、言論人のモラルと責任は、人一倍、重
い。』
どうでしょう。私はなかでも３番目につい

て、考えました。ことばの響きは生命
の響きだという人もいます。人の心を
温めることばを使いたいね。

【始業式の話】
猛暑の夏休みが終わり、今日から２学期の

スタートです。皆さんは有意義な夏休みを過
ごしましたか？朝夕にわずかに秋の気配を感
じますが、長期予報によると、まだまだ厳し
い残暑が続くようです。気合いを入れ直して
良いスタートを切りましょう。今学期は、体
育大会に文化発表会、さらに創立５０周年の
記念式典も、１１月６日（土）に行われます。
３年生にとっては、進路決定の時期でもあり
ます。慌ただしくまた忙しいけれど、頑張り
がいのある学期です。まずは体育大会ですね。
当日（１７日）まで、あまり日にちがありま
せんが、６日からの練習にしっかり取
り組みましょう。ただし、暑いので熱
中症にはくれぐれも注意をして下さい。
“創立５０周年記念体育大会”とし
て、５０周年を飾るにふさわしい大
会にしましょう。
さて、人には“人より優れたい”という気

持ちが必ずあります。そして、『人に優るに
は、人に優る行いなかるべからず』という言
葉があります。人に負けない努力、困難に耐
え抜く頑張りをしなくては、人より優れるこ
とはできないと言う意味です。努力もせずに
“優れていると勘違いしている自分”を見せ
びらかすのはただの“ええかっこしい”で、
本人だけが恥ずかしいことに気が付いていな
いのです。頑張りなくしては成果は得られな
いのです。この当たり前のことをいつも心に
留めて、自分を甘やかさない自分を育てまし
ょう。皆さんに期待しています。

【お知らせ】

１．夏休み中から、本館東校舎の耐震化工事が進められています。工事の関係で東門が閉

鎖になりますので利用できません。西門にお回りください。

２．第４回語る会を９月２４日（金）午後７時から行います。保護者の皆様、地域の皆様

の参加をお待ちしております。場所は、１階図書室です。


